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ベン@ジョンソン『錬金術師』における G台ber'sCook 

GeberラsCook in Ben JonsonラsThe Alchemist 

森ゆかり

Yukari MORI 

Ahstract Alchemy was still legitimate pursuits in Early Modern England. Although alchemy had 

been a statutory offence since 1403-4， both the state and the universities tolerated private study 

of alchemy as long as it did not lead to any scandalous accusations of fraud or witchcraft. Early 

Jacobean audience of Ben Jonson's The Alchemist， first performed in 1610 at the Globe， were very likely 

to have a mixed feeling toward alchemy， which was thoroughly caricatured in this comedy. Jonson had 

done an extensive research on medieval and early modern authorities on alchemy， such as Pseudo-Geber， 

Raymond Lull， Thomas Norton， and George Ripley， whose treatises of alchemy were available in vernacular 

by the end of the sixteenth century. Jonson deployed the very authorities mentioned above in order 

to satirize Subtle and Face， alchemical charlatans in the play， by indicating that they fit the 

characterizations of Geber's cook， an epithet to denote a false or ignorant alchemist who carried 

out erroneous experiments using urine， eggs， hair and blood， a practice unanimously denounced by Norton 

and Ripley. William Perkins thought there were three classes people who were likely to become witches， 

Catholics， learned magicians， and unlearned quacks， a11 of whom turned out to be the objects of satire 

in the Alchemist. 

1.はじめに

ロンドンの占星術師で医者の SimonForman(1552-

1611)はその後半生を通じて錦金術研究を行ったらしい。

現在オックスフォード大学BodleianLibraryに所蔵され

ているフォーマンの自筆手稿である Ms.Ash血01e1494と

1491は共に、 "OfAppoticarie Druges"という題がつけ

られ、錬金術用語がアルファベット噸に並べられて解説

されているという。 1)Ms.Ashmole 1472と合わせ、現存

するフォーマンの錬金術手稿には、 GeorgeRipley(1415-

1490)、Ray酌 ndLull(b. ca. 1232-36.-d圃 1315)、Tho回 S

Norton(?1433-1513か 1514)等の手になる錬金術著作や、

愛知工業大学基礎教育センター (豊田市)

筆者別稿で考察した John Dee(1527 -1608)の霊媒をつ

とめた Ed問 rdKelly等の引用がされているということで

ある。 2)

決して裕福な境遇ではなかったフォーマンは、 157

3年から翌年にかけ、オックスフォード大学の貧しい給

付生として在籍した後、 3)粁余曲折を経て、 1591年

にはロンドンで医師として開業した。折しもベスト大流

行の折、ほかの大勢の医師逮が、医療活動を放棄したな

か、ロンドンに留まって治療を行ったため、その評判は

高まり、多少の経済的余裕を持つことができたらしい。 4)

1 6 1 0年に初演された BenJoosoo(1572-1637)の喜劇

The Alchemistに登場する錬金術師のサトルのように、

何らかの経済的基盤がなければ錬金術実験などは行えな

いからである。フォーマンの日誌や診療記録によると、
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彼は 1595年の四旬節には、上で挙げた錬金術著作に

出てくる実験器具や炉の準備をして、賢者の石を生成す

る実験を始めたとされる 5)同時に、元来医師であるフ

ォーマンは当然のことながら、薬草の蒸摺も行ってシロ

ップや「なめ薬」を製造していたという。 6) 占星術師で

もあるフォーマンらしいのは、例えば 1599年3月2

7日、 8月 8日と自ら占星術を行い、錬金術実験が成功

して、賢者の石を手に入れることができるかどうかを占

っている記録なども残っていることである。 7)

フォーマンの手稿には失敢に帰した鍍金衡実験の記録

も残されている。 1596年 3月、金や水銀の精製中、

容器やガラスを破損してしまったり、 8)またある時には、

問 問問t号r とクラレット癌で牛の足を長時間煮詰め、粗

布で癒した後、シナモン、しょうが、砂糖を加えるなど、

9)有機物を材料に使った錬金術実験も行っていたようで

ある。本舗で後述することになる"Geber'sc∞k"に文字

通りぴったりの錬金術実験だが、現s. Ash腿01e1491の

1269-1270には、錬金術実験用の各種容器のスケッチが

残されており、 10)ジョンソンの『錬金術師』で言及され

る、フラスコ "bolts-heads" (11. iL 9)、連結瓶

“aludels"(Il. iii. 35) 、卵形容器 “Gripes 

egge"(H. iii. 40) 、ペリカン首付蒸摺器

“Pellicane"(II. iii. 78)等々、多種多様な容器の名称を

扮傍とさせ、ジョンソンの風刺が当時、単なるナンセン

スではなかったことが実感できる。

このようにジョンソンが『錬金術師』を執筆した当時

はまだ、フォーマンのように錬金術に手を染める者が少

なからず存在したし、この点でフォーマンは決して制外

的であった訳ではない。英国科学革命の担い手ともいう

べき、化学者の RobertBoyle (1627-1691)、数学者、物

理学者の SirIsaac N四 ton(1642-1727)でさえも錬金術

の研究@実験を行っていたことが、既に研究者によって

立証されている。 11)次セクションでは麟曲『錬金術師』

と同時代の人々が、錬金術をこのように評価していたの

かを若子見ることにしたい。

2. 開時代の錬金術

ランベスで、密かに行っていたフォーマンの錬金術実験

を、ジョンソンは直接知る由もないりだが、『錬金術師』

における錬金術言説l士、全くの誇張ではなく、ジョンソ

ンが風刺する錬金術テキストも現実に存在していたこと

がよく知られている。 12)Herford and Simpsonsは、劇

中引用された文献として、木炭の穴に銀のくずを入れる

(1. i. 93-94)チョーサー『カンタベリ物語』の「僧の従者

の話J(c. 1395)、13)エラスムスの TheColloquies、ま

た、第2幕第3場 131-207行で延々と続くサトノレとサー

リーの論争は、 MartinDelrioのDisquisitionesMagicae 

が殆 Eそのままの形で引用されていると言う。他に

Herford and Simpsonsが挙げているのは、 Arnoldof 

Villanova (1240?-13117)の Rosarium Philosophorum 

(II. i. 39， 40， 65-67， iii. 106-114)、Pseudo-{;eberの

S邸醐 Perfectionis(13世紀末?)(II. v. 25-26)、パラケ

ルスス(1493-1541)の Mannualede Lapide Philosophico 

(H.ii‘25-28， v.28)、RobertusVallensisのDeVeritate 

et Antiquitate Artis Chemicae (II.i.101-104)等であ

り、 14)ジョンソンの広範な資料収集には驚くべきものが

ある。

塁走にエリザベス朝の知識階級は、俗語による錬金術著

作であるリプリーの TheC，岨lpoundof Alchemy (1591年

出版)、日eMirror of Alchemy (1597)の他、 RogerBacon 

が寿命延長について書いた 15) De retard.呂tione

accidentium senectutis、の英訳(159ゆ年)をはじめ、ル

ルのテキストも 1590年、 John 曹illiamsの英訳でオ

ックスフォードから出服されて入手可能であったという。

16)また、リプリーの Compoundと並んで権威のあった俗

語の錬金術審である、ノートン、 TheOrdinal of Alchemy 

についても 1577年頃までには写本の形で知識人の聞

に知られていたとのことである。 17)リプリーの C咽 rpound

とノートンの Ordinalについては、上述フォーマンや、

エリザベス朝の著明な数学者、魔術師で『錬金術師』に

その名が直接言及されているディーも自らこれらを筆写

しているというのである。 18)

Junejaも指摘するように、『錬金術師』の観客の中

には、自の前の舞台上、「いかさまJとしてジョンソンが

描き出す錬金術の可能性について、フォーマンのように

実際に鯨金術研究 e 実験を行っている者、鍍金術を実臨

している訳では無いけれども錬金術を信奉している者、

錬金の可能性をどこかで信じている者も沢山存在した警

である。 19)

Feingoldは、エリザベス朝およびスチュアート朝時代

のオックスフォード、ケンブリッジ岡大学において、従

来考えられていたように、ルネサンス新プラトン主義的
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オカルト缶読は表立った弾圧を受けた訳ではなく、大学

入の中には、独自にオカルト研究、実験を行った者も少

なくなかったことを指摘する。 20)勿論、大学の正規課

程にオカルト哲学の講義があったことはないのだが、 Sir

Philip Sidn町がディーに化学の手ほどきを受けていた

倒にも見られるように、個人的に Tutorから「化学」実

験の指導を受けた者も存在した。君主のホロスコープを

作成したり、貨幣偽造や妖術のま兼疑がない隈り、大学当

局もこうした個人のオカルト研究を黙認していた節があ

る。 21)大学公開討論のトピックや、公開討論の準備のた

めの学生ノートなどには、オカルトへの関心が散見され

るという。 22)

錬金術に関心があったとされる大学出身者には、上述

のデ、ィ一、 Tho醐 sSmith、GabrielHarvey、胃illia田 Butler、

S棚田1Norton (Ordinalを執筆した ThomasNortonの曾

孫)、 JohnRodeknight、JohnCase、オックスフォード大

学グロースター学寮の購術師と呼ばれた Tho阻 sAllen、

ディーの友人 M胃ardCradock、JohnBulkeley等々がリ

ストされている。 23)このうち JohnCase はルネサンス e

アリストテレス主義者であり、 Cradockeは、その錬金術

著作を後に Elias Ashmole が Theatrum Chemicum 

Britannicum(1652)の中に再収録している錬金術の権威で

ある。 24)経歴のはっきりしないケリーも、 "Ed胃ard

Talbot"という名前で、オックスフォードに在学していた

らしく、一時は Tho回 sAll聞の秘書として働いていたら

し1t'0 25) 

鍍金術に関心があった大学入に更に占星術に関心があ

ったものを加えると、 RobertFllldd、RogerAscham、医

学者の JohnCaius、天文学者の HenryBriggs、尚古家の

胃illi珊 Ca図denと、当時の知識人の名前がずらりと並ぶ。

26) Camden はディーとも親交があり、何よりウエストミ

ンスター校時代のジョンソンの師であったのも興味深い。

27) 当時はまだ、知識人階級にあっても形成途上にあっ

た新科学が、オカルト研究と揮然一体となっていた様子

が、極めて明確に示されると言えよう。ちなみに当時、

蔵書家として有名だった Tho四 sAllenの蔵書には、ロジ

ャー・ベーコン、ルノレ、ヘルメス主義者の著作が、 28)デ

ィーの蔵書リストには、パラケルスス全集、錬金術関係

では、チョーサーf僧の従者の話」にも出てくる 29)Amold 

ofVillanovaの全集、ロジャー eベーコンの Opustertiul11、

Pselldo-Geber、Petrus Bonusの著作等が存在していた

と言う。 30)

大学人ばかりが錬金術に関心を寄せていた訳ではない。

M油田eによると TheFamily of Loveや、再洗礼派等の

急進的ヒ匂ューリタン宗派は、ヘルメス主義と錬金術に関

心を寄せていたことを指摘する。オカルト哲学に特有の

「内的照明」や「霊的完成」がこうした急進的ピューリ

タンの神学と一脈通じるものがあったからなのであるが、

31)こうした急進派ピューリタンの中には、錬金術だけで

なく、パラケルスス医学を信奉するものも多かったとい

う。 32) この点も『錬金術師』に登場する二人の再洗礼

派、アナナイアスと、トリピ、ュレーションの性格付けと

一致している。

さて、『錬金術師』と同じく魔術を扱った TheTragic 

History of Dr. Faustus (1604)の著者でもある

Christoph官rMarlo胃e(1564-1593)がケンブリッジ大学在

籍中に、大きな影響力を持っていた神学者が胃illia阻

Perkinsだが、彼は、富と権力、知識への渇望のために

人々はE華街に陥るとしている。 33)ジョンソンの『錬金術

師』でも、富を渇望するマモン、国際的影響力拡大を目

指す再洗礼派のアナナイアスとトリピュレーションは、

いずれもその野心のために錬金術に関心を寄せている点

で、パーキンズの分析と一致している。パーキンズは更

に、麗術師になりやすいタイプの人間として、日)カトリ

ック、 b)学識ある魔術師、 c)学のない咽ipiricsを挙

げているが、 34)上記した、 ThomasAllenは悪名高いカ

トリックであり、 a)とb)の性格付けを両方とも満たすが、

Allenのいたグロースター学寮は当時、オックスフォー

ド大学のカトリック牙域でもあったのである。 35)

ここで大変興味探いのは、ジョンソンがフェースの口

を借りて fへンリー八世が治世 33年に発布された魔術

禁止令J36)に違反していると、意図的に史実を曲げた台

詞を言わせている点である。英国で錬金術が禁止された

のは、 1403-1404年、へンリー 5世の治世第4

年のことであり、 37)へンリ -8世の治世33年すなわち

154 1年に発布された法令の中には魔術に関するもの

は存在しない。 1541年に発布された法令のうち、極

めて重要なのは、教皇主義者の蜂起である 1537年の

North号rnRebellionをうけて制定された反逆罪に関する

法令である。 38)ジョンソンは第1幕第1場の冒頭のこの

部分で、意図的に錬金術と反逆罪をすり替えており、国

際的な勢力拡大をもくろむ亡命ヒ。ューリタンや教皇主義

者勢力を、反逆罪という共通項でくくり、鏑金術と結び

づける。意図的な史実の差し換えによって、ジョンソン
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がこの芝居で風刺しようとした錬金術師、急進派ピュー

リタン、そして彼等に口汚く批判されるカトリック教皇

主義者が、丁度パーキンズが魔術に陥りやすいとした人

物類型と平行する形となり、ジョンソンが彼一流のレト

リックの力業を使って、 fいかさま師j としてひとくくり

にしているのを見ることができるのである。

次セクションでは特に、フォーマンとディーも筆写し

ており、エリザベス朝時代にかなりの普及をみていたリ

プリ一、 TheCo僧rpoundof A1chemyとノートン、 TheOrdinal 

of Alchemyの2著作に照らして、上述したパーキンズの

c)の人物類型について、彼等が伝統的に'芯eber'scook" 

と呼ばれること、ジョンソンが『鏑金術師』で描写した

錬金術が、中世以来の鏡金術伝承の中でどのような評価

をされるものなのかを探り、ジョンソンの風刺の戦時に

ついて考察したい。

3. サトノレと Geber'sCook 

まず『鍍金術師』において、サトルをはじめとする錬

金術師がどのように描かれているのかを追っていくこと

にしよう。第1幕第1場、この芝居を動かすサトル、フ

ェース、 ドルの三人が、いかさま稼業を始めるまでのお

互いの境遇について、サトルとフェースが応酬する。フ

ェースは、乞食同然で衝を俳梱していたサトルの世話を

してやったのは俺なのだぞと患に着せる。

まだ暗いうちにごみ捨て場をかきまわして、かっ

さらってきボロ切れ向枚かをピンで止めたのを身

にまとい、霜やけの是にはかび臭いスリッパ、よ

れよれのフェルト帽に、すり切れたコート、それ

もオンボロで肉のない尻が丸見えだ 40)

みすぼらしいぼろぼろのマントを着て、一文無しで場

末の舗をうろうろし、硫黄の臭いをぷんぷんさせた顔色

の悪い男というトポスは、チョーサー rf曽の従者の話j

に出てくる従者の人相書そのままである。 Abrahamはル

ネサンス期になって、中世錬金術の権威であった 8世紀

の学者 Jabiribn Hayy晶に対する反動として、小使、

卵、髪の毛や血などを使い、失敗ばかりしている錬金術

師を J晶irのラテン名をとって Geber'scookと蔑称した

と記している。41)(但しこの GeberはSI細胞 Perfectionis

の著者である Pseudo-G拍車rとは別人であるとされる。)

42) リプリーは、自然哲学者の下位におかれた、無知で

無学な Geber'scookを以下のように説明する。先程紹介

したように、フォーマンが牛の足を rosewaterとクラレ

ット舗で煮込んでいた錬金術レシピの様に、動植物の有

機材料を使った錬金術をリプリーが "rosted"や

“broyled"と料理に関する動調を使って表現しているの

も、 Geber• s cookの名の通り、当を得たものとなってい

る。

Thus 1 rosted and broyled， as one of Gebers cookes， 

Oft til田es，in the asshes my胃inning1 sought， 

フェース For 1 was deceived by阻aniefolse bookes， 

だがいやでも思いださせてやる。パイ・コーナー 胃herebyuntruth truly 1宵rOl.lght.

だ、屋台の湯気の匂いをかいで腹を満たそうって But 811 such experiments availed me right nought. 

とこだ、そこを飢え死にかけた貧乏神みたいな男 But brought配 indanger and encumbrance， 

が歩いてた、見るもあわれなほどのろのろと、や By losse of my goods and other greevance. 43) 

せこけた鼻を突き出して、肌の色と言ゃあ妙に黄

ばみ、そこに憂欝なニキピがぶつぶつ噴き出して、 このように、まがい物の錬金術著作にだまされて失敗

まるで射撃場で火薬の媒をかぶったって薗だった。 を韓り返し、財産を失う錬金術師、すなわち Geber'scook 

39) は、ノートンでもまた、『錬金術師』で描かれるのと同じ

様な人相書きで提示される。自らの空想に惑わされ、容

サトルの不健康な肉体的特徴を述べた後、フェースは続 器やガラスを毎日のように割り、有害物質の中毒で視力

けて自分に会う前のサトルの外見について以下のように を損ない、昼夜違わずの作業で壇と悪臭にまみれて自は

描写する。 置み、額はこけ、服はぼろぼろ、お財布はすっからかん

で一文無しという訳である。チョーサーにも、 f錬金術に

フェース とりつかれている奴はどこにいようが臭いのでわかる。
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あの硫黄のにおいがするのだJ44)と言っているが、以下

のノートンの引用にも同様の表現が見られる。

But回 nymen be m∞v'd to曹orkeafter their 

fantasie， 

. but in fire they flye away， 

Such breake pottes呂ndglasses day by day， 

Enpoysoning th告mselv母sand loosing their 

sights， 

胃ithodours， s冊 akes，and問 tchingup by 

nights. 

Their clothεs be baudy and官ornethread bare， 

Men may the溜 smellfor!目ultipliers胃herethey goe， 

To file their fingers胃ithcorosives they d∞ 

not spare， 

Their eyes be bleard， their cheekes lean号 and

blo胃e，

And thus for h呂d1 wist they suffer losse and wo百:

And such胃henthey have 10st that悶 sin their 

purse， 

Then d∞ they chide， and Philosophers sore do 

curse.45) 

上記引用は共に『諌金術師』のサトルの運命を暗示し

ていて商白いが、リプリーの C棚 lpoundと並んで当時権威

のあった俗語による錬金術指南書、上述ノートン Ordinal

では、アラビア人が Elixirと呼ぶ、賢者の石をっくり出

す競金術過程を2つに分類しており、彼は当該著作の序

文で著作の構成を説明しながらこのこっ、すなわち"grose

腕時e"と"s曲tile胃erke"，の相違を説明する。

官官 iiijchapiter techeth the grose胃erke，

A fo胃1elabo町 enot kyndly for a c1erke， 

1n胃hichis fownde ful grete trauayle， 

胃ith四 oyperilis aod四 oya fayle. 

The v chapiter is of the subtile曹erke

胃hichgod ordeynyde on1y for a clerke， 

But ful few clerkis c田 it comprehende， 

Therfore to fe曹阻宮nis this science sende.46) 

“'grose werke"は学識ある錬金術師には相応しくない、

きつい、きたない、危険で失敗がつきものの作業であり、

この部分を担当するのが、これまで述べてきた Geber's

cookだ。これに対し、神が学識のある錬金術師に恩寵と

して託すのが、 "subtile開 rke"と呼ばれる作業で、これ

を正しく理解できるのはごく僅かであるというのである。

興味深いことに、錬金術過程を“gros官官erke" と

“subtile胃erke"に二分するのは、ノートンに特有のこと

であるという。 47)r鯨金術師』中、フェースに会うまで

は、 Geber'scookの人相書きにぴったりだった「サトルj

が、その名の通り、本来は学識がある錬金術師が通常行

うべき"subtile胃erke"を執行するという役割の倒錯が見

られるが、このことからもジョンソンは、劇中直接名前

をあげることはしないけれども、『童家金術師』執筆のため

に、ノートンの Ordinalを使用したことは明らかだと言

って差し支えないだろう。

また、劇中の人物構成をみると、三人のトリックスタ

ー、すなわち"、su曲btilewe町rke

トい/ルレ川Jとともに、「主人j の留守中に塵敷の主を償称する

「吾使いJ頭のフェース、「妖精の女王」や「男爵の娘J

になりすまし、「ピューリタンj神学者、ブロートンの著

作をまくしたてる「売春婦J ドルと相まって、「さかさま

世界Jの三位一体は完全なものになっている。

さて、ノートンは更に、 "subtile曹erke"がどんなもの

であるかをを具体的に説明する。錬金術の "subtile

曹erke"において、丁度、尿の色で熱、冷、湿、乾の四元

素の混合割合を知り、体液が均衡を保っているかどうか

を知ることができるように、 48)錬金術においても、想定

できるあらゆる材料の組み合わせに応じて、生成物の色

が変化し、生成物中の四元素の比率をその発色によって

知ることができると言うのである。以下の引用でノート

ンは、錬金術の"subtile官erke"では、尿の色に見られる

色の変化以上に多くの色が観察されると主張する。

1n 0曹resubtile胃erkeof Alchymye 

Shal be a11e colours that hath be seyn曹ithEye， 

An hundreth colours mo in certeyne 

τhan evir 胃昌sin vreyne seyne; 

胃herinso many colours myght not be， 

But if oure stone conteynede euery gree 

Of a1 co国posicionsfo曹ndein胃erkeof kynde. 

And of a1 co祖posicionsy闘が阻blebi mynde. 

Of as many colours as shal therin be seyne， 
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As 国閣nygradu8cions your 胃i百do困 most att日yne.49)

上記引用部分に続いてノートンは、色の判定について

は、喰ay部oo&e"の著作も研究すべきだと言っており、 50)

ノートンがレーモン@ノレルに続く錬金術転統を継承して

いるのがわかる。劇中、錬金術師サトルも、舞台奥にあ

ると設定されており、観客からは見ることができない実

験室で作業している(ことになっている)助手フェース

に、生成物の色の変化を逐次報告させ、色の具合から足

りない元素を推察し、これを補うための材料を指定して

いる。『錬金術師』第2幕第2場では、サトルの助手とし

て働くフェースが、鏡金術師にお定まりのトポスである、

かすんだ目、leared-eyes"で、 "subtil世間:rk母"をしつつ、

生成物の色の変化を描写している部分が存在する。

フェース

一生懸命火を吹いたのは、 E那様のためですよ、

ブナがないときは木炭をうんとほうりこみ、しか

も火力を平均に行き渡るようにしなけりゃならな

い。この目も色の変化を読み取るために開けっ放

しでかすみました(blea:red-eyes)、薄いレモン色

からライオンの緑色、カラスの色、孔雀の尾の色、

白鳥の羽根の色と。 51)

賢者の石が完成した暁に出現する純白の前に、様々な

色が親察されることは、以下のリプリーの引用でも明ら

かで、リプリー以外の錬金術著作にも共通するものであ

る。また各々の色を象徴する動物、ンンボルも、錬金術伝

統に普遍的に見られるオーソドックスなものがフェース

の台詞にリストされている。色の変化については、リプ

リーの一部を引用しよう。ここでは「孔雀の尾の色J、「ラ

イオンの輯色j、「カラスの色J、の他に、第2幕第3場で

言及される「豹の色J52)、も加わっている。

Pale晶black曹ithfalse citrine， imperfect white & 

:red， 

The Peacocks feathers in colours gay， the Rainebo曹e

which shall overgoe， 

The spotted panther， the 1yon green， the 

cro胃esbill blue as 1告ad，

These shall appeare befor母 theeperfect胃hite，and 

血却ieother moe， 53) 

さて、このように錬金術生成過程における四元素の配

合を測定する手段は、実は、 S開館aPerfectionisを執筆

した Pseudo-Geberに遡るもので、彼は、生成物中の熱、

冷、湿、乾の四つの性質がどの位の量であるかを測定す

る方法を考案し、また完全な均衡を得るためには、どの

物質をどの位加えればいいかを算定する方法を創案した

とされている。 54)このように『錬金術師』の錬金術は、

Pseudo-Geberに続く伝統を継承したノートンの"subtile

胃erke"を、反映しており、この方法論は劇中、来訪して

きたアナナイアスにサトルが尋ねた質問の前提を形成す

る。以下の引用では、韓金術伝統のうち、どの流れを汲

むのか、錬金術の手法のうち、どれをマスターしている

のか、アナナイアスの adeptnessを質問しているのであ

る。

サトル

錬金術のどの派を信仰しておる?レーモン .Jレル

派か、リプリー掠か、錬金の子か?昇華法、塩分

除去法はやれるか? 燐法は?舌でやや強い酸味

(s呂porpontick)とやや弱い酸味(s呂porstiptick) 

の区別がつくか? 55) 

リプリーで味による円'subtilewerke"は説明がされていな

いのと対照的に、ノートンではこれが詳述されており、

上記引用に現れる「やや強い酸味Jと「やや弱い酸味J

が説明されていることからも、ジョンソンはノートンを

よく知っていたことが以下の引用でも証明される。

Ho胃 thatof saours there be fulli nyne; 

曹hichye may lerne曹ithinhalf an houre 

As sharpe taste， vnctuous， and sowre 

胃hichiij do subtile mater sygnifye; 

And other iij do Me百n困atertestifye， 

As byting taste， saltish，晶胃erisha11e-so; 

Othir iij came thikke substance fro， 

As bitter taste， vnderso胃re，and do曹ce，

These ix be fownde in岡田ya noble howse. 

v. of these i丸 beengendrid胃ithhete， 

vnctous， sharepe， sa1t， bitter，昌nddo胃sett;

But of the ix， th芭 remenanta11e fo胃re

Be made with co1d， as is the sapour sowre， 
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And so is so曹rishetaste， callid sapour pontike， 

And leest sowre a1so， callid sapour stiptike; 56) 

ノートンの錬金術では、 "subtH官官erke"は色だけでな

く、味、臭いなどの感覚尺度も利用され、熱、冷、乾、

湿の四元素の握合比率を、色、味、臭いの 3点から精密

に襖!定する方法がリストアップされている。 57) こうし

て、舞台上繰り広げられるサトルの"subtile鴨 rke"は、

第 1幕第 1場で離にGeber'scookたるサトルの正体が暴

露されてしまっているために、サーリーばかりでなく親

客にとっても、うさん臭さを禁じ得ないのだが、次セク

ションでは、サトルの「いかさまj が、中世以来の錬金

術長承からもそれとなく解るような戦略がとられている

ことを詳述することにしよう。

4.大使、小便、血と毛に卵

一方、中世錬金術の権威、ルルの TestimentWlJ におい

ては、それより古い錬金術伝承、制えばロジャー.ベー

コン等において行われた血液、髪の毛のような動植物性

有機材料を錬金術に使用することに反対し、錬金術過程

(“opus")で、自然物のうち完全性と非腐敗性を持つ物質、

即ち上記四元素が完全な均衡を保っている金と銀を使用

するべきだとした。なぜならこれらの物質にふくまれて

いる、完全性の種子は、その完全性を弛の自然物に付与

して、その物質を完成するからである。 58)/レルに影響

を受けたとされるノートンとリプリーは、錬金術に金属

以外の物質を使用するのは邪道だとしている点で共通し

ている。 59)まず、リプリーから引用してみよう。

For a11 the while they have philosophers bene， 

Yet could they never know計砲t四 sour Stone， 

Some sought i t in dl1llg， in urine， som邑 in胃ine，

Some in starre slyr自己 (for thing it is but ooe)， 

ln bloo~ in egges: so田etill their thrift胃as

gone， 

Dividing Elements，自ndbreaking m四 iea pot， 

Sheards multiplying， but yet they hit it not.60) 

“starre s1yme"は、雨上がりに地上に残るゼリー状の

ものをいい、当時は一般に流れ星か韻石の残留物である

とされていたものらしい。 61)リプリーは、無知な錬金術

師が、賢者の石の何たるかを知らないために、排植物、

ワイン、血液や卵などにこれを求めるが、当然のことな

がら失敗してしまうと苦言を呈す。言うまでもなく、『錬

金術師』中、錦金術で使用される材料名を、錬金術用語

がもっ比喰的イメージの多様性ともに列挙しているのは、

錬金術に檀疑的な第2幕第2場のサーリーである。延々

と続く材料リストに、リプレーが上記引用で批判した有

機材料が取り混ぜられているのに注目したい。

サーリー

だいたいあの術語は何です、鏡金術師によってそ

れぞれ違っているじゃないですか?たとえば霊薬

(elixir)、聖母マリアの手しの水銀液(lacvirginis)、

賢者の石(stone)、万能薬(med'cine)、黄金の種子

(chrysosperme)、塩(sa1)、硫黄、水謀、高地の油(oy1e

of height)、いのちの樹、血液、白鉄鉱(marchesite)、

不純亜鉛筆(tutie)、マグネシア(magnesia)、ガ

マ(toade)の色、カラスの色、豹の色、竜の水銀、

太腸の金、月の謀、天空の瑠璃(firmament)、鉛

(adrop)、真錯(1ato)、水銀(azoch)、雄黄(zenich)、

離黄(chibrit)、水銀(heaut訂 it)、それから赤色

男性(redman)の硫黄、白色女性(胃hite曹oman)

の水銀、スープ状溶液(broth)、溶媒(menstrues)、

物賞、小便(pisse)、卵の殻(egg-shell)、女の月

経、男の血、髪の毛、焦げたボロ布、白墨、大使

(merds)、粘土、骨の粉、鉄屑(scalingsof iron)、

ガラス、ほかにもまだまだ奇妙な材料の山だ、い

ちいちその名をあげたら人間破裂しちまうぜ。 62)

Herford and Simpsonsも指摘するように、上記引用で

は、 SI細胞 Perfectionisxii.からの引用も混ぜられてい

るという。 63)Ps号udo--Geberもまた、それより古い錬金

術伝承の Jabirとは異なり、血液、尿、植物性のエキス

等、動植物材料を錬金術で使うことに反対を唱え、Jabir

の信統から大きな一歩を踏み出したとされている。 64)

次は、やはり有機材料に批判的なノートンから、問主

旨の引用を挙げてみよう。以下では、植物性材料につい

てキンポウゲ、クサノオウ、クマツヅラ、銀扇革、等々、

もう少しj細かいリストが上がっている。こうした植物性

原料は医師フォーマンであれば、普段からなじみの漂い

ものもあったかもしれない。ノートンは自らの若い時代
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を振り返って、失敗に帰した鍍金術材料をひとつひとつ

挙げているが、ノートンのリストにもやはり、髪の毛、

卵、排植物が含まれている他、ワイン、蜂蜜なども見る

ことができる。 aquavitae等、蒸溜によるワインのアル

コール精製e錦金術は古くから密接な関係にあり、 65)蜂

蜜も古来から、その甘さと黄金色によって、 "elixir"の

別名である他、鋳金術用溶剤である水銀を指すこともあ

ったと言う。 66)錬金術用語を字義的に解釈するか、比

喰的に解釈するかという唆昧性は、こうしたリストの解

釈に必ずと言ってもいいほど付きまとうものなのである。

For he had spendide 1.11 his lusty dayes 

1n f晶Isreceptis & in such 1号wdeassay号S

Of herbis，郡IIllIlIYs，of rotis， and of grasse， 

Many kyndes bi hym assaid was， 

As cro胃fote，s呂landyne，晶阻ez告reon，

Berbayn. lunarye. and阻ortagon，

In heere， in e.回 is，in mderdis，邑 vryne，

In Antymonye， arsenek， in hony， wax.晶曹yne，

1n calce vive， sondyfer官，呂ndvi trialle， 

1n marchasites， Toties，晶 euery田ynerall，

ln盟algams，in blaunchers， in citrinacions， 

Alle fill官 tonogthe in his operacions. 67) 

上記リスト中の、銀扇草は、以下のサーリーの台詞に再

登場する。やはりサーリーは、錬金術のレシピに猪疑心

が拭えず、こうしたものはトランプゲーム以下のいかさ

まだと交ぜかえす。

サーリー

まったく!ふだんはごりっぱなあんたが、お金持

ちでなんの不自由もない、しかも賢いあんたが、

このように誓言や理屈を並べ立て、わざわざだま

されるとはねえ!それになんです、これが霊薬

(elixir)で、母岩鉱石(lapismineralis)で、銀扇

草(lunarie)ですって、それならトランプゲームの

いかさまのほうがよっぽどまともだ。 68)

サーリーはともかく、前セクションで見たような写本、

出版物等を利用することができた当時の知識人で、錬金

術研究に多少なりとも手を染めたことがある者であれば、

ジョンソンが下敷きにしている錬金術伝承をそれと知る

ことができたはずである。ジョンソンの風刺の本領は、

錬金術のロジックをそれと解る形で使った上で、これを

錬金術以外のオカルト魔術、急進的ピューリタン主義、

教皇主義と、同列に並べて、まとめて「いかさま」とし

て粉砕する点にある。 69)

さてここまで来ると、サーリーが、どうしてもうさん

臭いと嘆ぎ付けたマモンの錬金術理論は、 Jabir等、有

機物を錬金術材料にする中世鏑金術の古い伝統と、これ

を否定する Pseudo-Geber、レーモン・ノレル、ノートン、

リプリー等の金属材料を使用する錬金術伝統が、相互に

矛盾したまま混然一体となった、かなりいかがわしいも

のであることがはっきりしてくる。

第2幕第3場で、錬金術に壊疑的なサーリーと、錦金

魔術の夢で舞い上がっているマモンの聞で行われるやり

とりに、深遠なる錬金術哲学者 fサトルj は、術語の混

乱について、 f錬金術師がその術を秘密にするためJ70) 

のものであるとコメントし、錬金術レシピに闘して、真

偽判定を宙に浮いたままにする輯晦戦術を使っている。

このように真理値決定を中断されたまま積み上げられ

る錬金術は、芝居の最初から最後まで、場所の設定を変

えることなく、殆ど完壁な「場の一致Jをみせる『錬金

術師』において、 71)サトルの実験室は舞台の奥にあると

推測され、観客の前では、実験室にあるとされる多種多

様なガラス容器、錬金用実験炉が一度たりとも自に見え

る形で提示されることがないまま、錬金術の実験過程を

報告するフェースと、これに応じて指示を与えるサトル

の会話だけで錬金術言説が構築されていく。

従って、『錬金術師』の錬金術は、サトノレとフェース、

マモンと再洗礼派の二人、そして観客の想像力にのみ存

在し、実体を持たないものであり、登場人物の肥大した

欲望が豊龍なイメージをっくり出し、古代ローマの購熟

肥大した欲望表象と連動する。サーリーが長々とリスト

した矛盾だらけの錬金術レシピは、第2幕第2場で、錬

金術成功の暁に手にするとマモンが皮算用する締羅びや

かな大饗宴のイメージと併置される。験艶の麗をふるま

ったとされるローマのアピキウスも顔色を失うような、

72) r鯉の舌j、fヤマネの肉j、「生きたまま刺身にされた

サーモンj、f鯉の髭」、「油漬けのキノコ」、「はらみ豚か

ら切り取ったばかりの乳首J等々 、 73)独創的ではある

が趣味も価格も法外で、残酷な料理法が言葉の鍍金術師

ジョンソンの手で列挙されており、ジョンソンの鯨金術

レシピの多接性と呼応する。 73)
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唖然とするのは、ジョンソンの想像力が生み出した食

卓ばかりではない。エレファンティスやアレティーノの

ポルノグラフィーになぞらえて、マモンが思い描く放時

な闇震のイメージも、ジョンソン一流の五官に訴える豊

欝なイメージが散りばめられており、これにもまた鋳金

術イメージが巧みに織り込まれていることを以下で見て

みよう。

錬金術用語で使われた rgsJは、賢者の石を生成す

る錬金術用容器を指し、 74)r錬金術師』第2幕第3場で

使用されている「卵形容器j"Gripe's egg" 75)の別称で

ある。マモンの闇房は、その卵形の形状から、錬金術で、

「赤色男性j たる硫黄が、「白色女性J76)たる水銀と卵

形の鯨金フラスコで結合する「化学の結婚Jを連想させ、

この結婚で生まれた"philosopher'schild"は、 mercurial

胃aterの heatedbathにおかれて、これを吸収し養われ

るという。 77)この過程は、リプリーでは錬金術第7段階

とされ、 "cib呂tion"( r競金術師』第2幕第 5場 24行

では“cohabation"がこれに当たる )78)と呼ばれる

が、 "philosoph貯 'schild"は、しばしtfr烏Jに喰えら

れ、lIlercurial岡 t旬、は「羽様jのイメージで描かれる。

マモンがベッドに f羽根は固すぎるJ79)ので使わないと

言っているのは、明らかにこの錬金荷イメージのパロデ

ィーである。

またジョンソ ンは、錬金術の最終段階であ

る"projection"に到るまでのプロセスについて、不純物

を含む生成物中から、 "volatilespiri t"を抽出するリプ

リー第8段賠の「昇華Jを、蒸溜フラスコに喰えられた

マモンの寝室に、霧のようにたちこめる香水として描く。

80)更に、卑金属を錬金する「赤い石Jを生成する第 11 

段暗首ultiplication"で、この「赤い石」を、ぱらの花

びら、または「ルビーJ81)に輪えている。このようにロ

ーマの古典を織りまぜたマモンの語地肉林地、諌金術イ

メージと密接に結びつけられており、エキゾチックなイ

メージの展開が見事だ。

では、リプリーが正しい錬金の方法としているのは、

一体何か。多種多様な材料、容器、炉を使うのでもなく、

一つの材料、ガラス容器、炉で良いのだと言う。リプリ

ーの該当部分を引用してみよう。

One thing， one glasse， one furnac告， and no血oe，

Behold this principle if he doe take， 

加 dif he doe not， then let him goe， 

For h日 shallnever thee rich回an回ake;

Timely it is better thou him forsake， 

Than after胃ithlosse and variance， 

And other掘annerof displeasance.82) 

劇中、丁度フォーマンの自筆手稿にあるスケッチの識

に、フラスコ "bolts-h巴ads"(II. i i. 9)、連結瓶“aludels"

(11. i ii. 35)、卵形容器“Gripesegge" (Il. ii i. 40)、ベ

リカン首付蒸謂器“Pellicane"(II.iii.78)、受容器

“recipient" (II. v. 1)、等々、多種多様な容器の名称や、

温浴加熱器“balneo"(Il. iii. 41)または"S. Marie's 

bath" (1. ii i. 61) 、勝料自給式消化炉

、thanor"(ILiii. 45)、化学分析器“Kemia"(II. iii. 99)、

連結炉、igerHenricus" (II. v. 80)または "Furnus

acedioe" (IH. ii固め、循環塔型炉 “Turris 

circulatorius"(III. ii.3)と、術語のバロックとも言う

べき程のイメージの洪水に加えて、サーリーが並べ上げ

るごたまぜの鍍金術レシピは、リプレーの soberな警告

と醸立った対照をなすo

さてこのようにリプリー著作で警告された誤った錬金

術のディテールが、ジョンソンの豊韓なイメージの中で

周到に準備された後、予測された破局を迎えることにな

る。

5.終末

康j中第4幕第5場で、とうとう発作を起こしたドルが、

ブロートンのへプライ的黙示論をまくしたて、「ローマJ、

83)すなわち、急進的ピューリタンからすれば「反キリス

トJの到来で、「終末Jがやってくる。この直後、サトル

たちの鍍金術も失敗に帰すことになるが、ベスト流行中

は、その用心深い性質からロンドンを離れ、グロープ座

の観客よりも遅く戻ってきた屋敷の主人、ラヴウイット

が、 84)キリストさながらに f再臨jすると、 "subtile

werke"を行う Geber'scookのサトル、主人の留守中に塵

敷の主を傍称する召使い頭のフェース、妖精の女王や男

爵の娘になりすました売春婦ドルが構成する fさかさま

世界j も、その終わりを告げる。

これまでに述べてきたように、ジョンソンは当時入手

できた錬金術文献を駆使して サトルとフェースの実体

を持たない錬金術言説を構築する。 Pseudo-Geber、/レル、
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ノートン、リプリ一等、ジェームス朝初期に、俗語の形

でも読むことができた錬金術著作に基づき諒出されたパ

ロディーは、中世以来の錬金術権威に加えて、これらを

読んで錬金術を信奉していたかもしれない観客をも、舞

台上のいかさま錬金術師と共に風刺する。

錬金術師への風刺は、『錬金術師』冒頭で、反逆罪関連

法の制定年と取り違えられた fへンリー八世が拾世三十

三年に発布された魔術禁止令J85)によって、国際的勢力

拡大をもくろむアナナイアス、 トリピュレーション等の

急進派ヒ。ューリタン、彼等が口汚く批判する教皇主義者

が、鏡金術師や魔術師と、ひとくくりにされている。こ

のジョンソン一流のレトリックの力業は、決して根拠の

無かったものではなく、当時パーキンズが、魔術に陥り

易いとして分類した、人物類型にも反映しているもので

あることを見て取ることができると言えよう。
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